
















　　　シエルとクルト







　私の名前はシエル・セラ・エクスナー。

　自分で言うのも変な感じですが、エクスナー男爵家の令嬢です。

　お父様が出世して貴族になってしまったため、私も貴族のお嬢様となってしまったわけです。

　そんな貴族のお嬢様である私には、立派な大人になるため幾つかの修行が課せられています。

　そのうちの一つが、他家で数年を過ごすというものです。

　貴族というのは、自分の子供を他家に預けるという習わしがあります。

　単純に実家以外で厳しく育てる──という表向きの意味合いもありますが、実際には子供を預けて家同士の繋がりを強める目的があります。

　大体の場合、預けられる先は実家にとって重要な家となります。

　失礼があってはならないため、修行に出る前は色々と注意を受けます。

　まぁ、とにかく──私は修業先となるバンフィールド家に挨拶をするために、わざわざ帝国首都星にまでやって来ました。

　本来であれば、まだ修行は当分先です。

　でも、相手は帝国で名を上げている超武闘派のバンフィールド家ですから、事前に挨拶をしても普通です。

　というか、お父様もお兄様もお世話になっている相手ですからね。

　今も二人が首都星にいるため、こうして私がバンフィールド家の当主である伯爵様と面会する流れになりました。

　バンフィールド伯爵は、現在は首都星の大学に通っています。

　そのため、私も首都星に来たわけですが──。

「久しぶりにお兄様と会える！」

　──まぁ、本音を言えば、男性として理想とも言えるお兄様と会えるのを楽しみにしていました。

　お兄様、クルト・セラ・エクスナーは、もう完璧な男性です。

　容姿はもちろん、内面だって素晴らしいです。

　騎士としてはもちろんですが、貴族としての教育も受けています。

　大学では上位の成績を維持して卒業し、役人としても真面目に勤め上げて今は士官学校に入学しています。

　士官学校でも優秀な成績であると聞いていますし、まさに貴公子と呼んでも差し支えない人です。

　実の兄でなければ、恋心を抱いていたかもしれません。
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「お兄様とお食事なんて、本当に久しぶりですね」

「大袈裟だね。数年前にも一緒に食事をしたじゃないか」

「違います！　もう十年以上も前です！　お兄様ったら、大学時代は実家に戻らなかったではありませんか」

「戻るのもお金がかかるからね」

　困ったように笑って誤魔化すクルトは、妹のシエルと優雅にお茶の時間を過ごしていた。

　場所はホテル内の喫茶店。

　丸テーブルの上には、紅茶とお菓子が並んでいる。

　周囲にはバンフィールド家の関係者たちが客として利用しており、クルトを見かけると会釈する者が多かった。

　その姿に、シエルは嬉しそうにしている。

「お兄様はここでも有名人ですね」

　クルトは頭を振り、シエルの間違いを訂正する。

「リアムの友人であるから、彼らは僕を敬うのさ。そこを間違えてはいけないよ」

「お兄様は、男爵家の跡取りですよ」

「それでも、さ」

　そう言って紅茶を一口飲むクルトに、シエルがソワソワしながら周囲を見る。

「それよりも、こうして二人で過ごしていると恋人同士に見られたりしませんかね？」

　どこか嬉しそうにしている妹に、クルトは首をかしげる。

「それはないと思うけど？」

「そんなことありませんよ！　事情を知らなければ、きっと恋人同士に見えるはずです」

　胸を張って主張するシエルに、クルトは苦笑いをする。

（周りから見れば、普通に兄妹に見えると思うんだけどな？　──それより、リアムはまだ戻ってこないのかな？）

　シエルよりも、リアムを気にかけるクルトだった。
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